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次期観光振興計画の在り方
１ 長期的な観点で目標を立てるとともに，時代の変化に柔軟に対応する観点から，
2030年時点での目指すべき姿・方向性を示すとともに，計画期間は2021年度から2025年度までの5年間とする。

２ 幅広い業界関係者のご意見，市民の皆様のご意見を踏まえて策定した「京都観光振興計画2020」及び「京都観光
振興計画2020＋1」の取組や成果を踏まえつつ，京都の置かれた環境変化や京都観光を取り巻く課題，新型コロナ
ウイルス感染症の影響からの力強い回復等を考慮し，新たな目標設定や実現に向けた取組を検討する。

３ 現在検討中の，本市の次期京都市基本計画（2021年度～2025年度）との整合性を図り，本市政策の一体性を確保する。
４ なお，「国連観光・文化京都会議2019（R１年12月開催）の成果文書である「観光・文化京都宣言」の理念に基
づき，観光事業者や観光客，市民が京都で尊重し，遵守いただけるような理想的な行動の基準（京都スタンダード

（仮称))を，審議会で意見をいただいたうえで，本計画策定に先駆けて策定することを目指す。
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現行 市基本計画

次期 市基本計画

観光振興計画2020

次期観光振興計画実現すべき姿

次期観光振興計画 計画期間

京都スタンダード（仮称）

次期京都市基本計画の検討状況（新型コロナ前の状況）
＜みんなで目指す２０２５年の姿＞

資料１

〇市民生活との調和が図られ，観光の経済効果が広く行き渡っている 〇国際MICE都市としての京都ブランドが確立している
〇京都観光の質の向上し，観光客が高い満足を感じている 〇京都の観光を支えている担い手の確保が進んでいる
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次期観光振興計画策定スケジュール

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

【公開】

審議会（全体会）

部会

【非公開】

WG（作業部会）

市民・関係団体等
からの意見聴取

各種調査

１月 ２月 ３月
計画策定

８月 ９月 １０月 １１月 １２月

【R元年度実施】

【８月６日】

第１回
観光振興審議会

【１１月下旬】

第２回
観光振興審議会

【１２月中旬～１月中旬】

（１か月間）

パブリックコメント

【２月上旬】

第３回
観光振興審議会

次

期

観

光

振

興

計

画
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定
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表

【１０月下旬】

第１回
部会

【WG】

現状・課題の共有

方向性について議論

各WG協議内容報告

中間案作成

必要に応じて関係団体等から随時ヒアリング

パブコメの結果報告

最終計画案の審議

WG③【９月中１回開催】
「MICEの振興」

各WG協議内容報告

感染症からの回復の方向
性を含む計画中間案の
審議

WG②【８月中１回開催】
「観光の質の向上と更なる
発展」

WG①【８～９月２回開催】
「市民生活の豊かさの向上」
「観光事業者・観光客・市民が意識・実践
すべき京都スタンダード（仮称）」

現計画の取組状況

数値目標と進捗

京都観光の現状報告

感染症の影響を踏まえた
今後の方向性 審議

市政総合アンケート

訪問意向調査

MICE実態調査

策定スケジュールについては，審議会での検討
状況や，新型コロナ感染症の影響からの回復状
況を見ながら，令和３年度への後ろ倒しも含め
柔軟に対応


